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平和の願い



スクリーンに大きく映し出された原爆ドーム。

金目中学校の修学旅行で広島市を訪れた彼女らは、戦争の爪痕を自分たちの目で見て、心に刻み付けました。

戦後70年を迎えた今年、戦時中に起きた悲惨な出来事を知り、平和を考える取り組みがあります。詳しくは特集ページへ。





[image: 戦後70年記憶をつなぐ]



　焼夷弾（しょういだん）の雨が降り、熱風が吹く市街地。燃え盛る炎の中、逃げ惑う市民。300人以上が犠牲になった平塚空襲は、まぎれもなく70年前の平塚で起きました。長い年月がたち、戦争体験語る人が少なくなる一方、戦争の記憶を風化させない取り組みがあります。戦争の悲惨さや平和の大切さを、次世代に伝えるための活動を紹介します。

問：行政総務課　電話：0463-21-9754
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中学生が考える平和　金目中学校


　「戦争の悲惨さを語り継ぎ、記憶の風化を防ぎたい」「戦争が二度と起きないように後世に伝えていきたい」と、戦争や平和への思いを口にする金目中学校の3年生。真剣な表情からは、平和を誓う強い決意が感じられます。

　総合的な学習の時間に進めている平和学習の発表会が7月3日、校内でありました。修学旅行で撮ってきた写真をプロジェクターで映し出し、学んだことや疑問に思ったこと、さらに調べたことをグループごとに発表しました。

　修学旅行では6月14日～16日に、広島・京都へ訪れました。原爆ドームや広島平和記念資料館を見学し、被爆体験者の講演を聞きました。また原爆の子の像の前で開いたセレモニーでは、「誓いの言葉」を読み上げた後に黙祷（もくとう）し、90人の3年生全員で折った千羽鶴をささげました。

　平和学習を総合的な学習の時間のテーマとしている金目中学校。「平和を愛する心」「他者を認める心」などを育てることを目標に掲げ、同校の平和学習は15年以上も続いています。

　1年生は「第二次世界大戦」や「平塚空襲（後記）」などを調べ、廊下にはレポートが張り出されています（前写真）。また2年生は、東京大空襲などを調べた後、東京の九段下にある「昭和館」を訪れました。同館では、戦中・戦後の国民生活の苦労に関する歴史的資料や情報を収集・保存・展示しています。各学年の校外学習は毎年、平和がテーマです。

　中学校生活の3年間で、戦争の恐ろしさや平和の大切さを一貫して学び、自分や相手を尊重する心も育んでいます。



[image: 発表の準備]

広島の写真や資料を見ながら、発表の準備。修学旅行の思い出話が尽きません




,[image: 原爆の資料を読み返す]

原爆被害の資料を読み返し、修学旅行で学んだことをさらに深めます。




[image: 発表の様子]

広島に投下された原子爆弾「リトルボーイ」や黒い雨跡が残った白壁が紹介されると、聞き手の生徒はペンを走らせます。




[image: 修学旅行のしおり]

修学旅行のしおりは生徒が作成。25ページ構成で、スケジュールのほか、平和学習で使うメモ欄が充実しています。



核兵器廃絶平和都市宣言


　わたくしたちのまち平塚は、過去に戦災を被り市域の多くを焼失した悲しい歴史をもっています。そして今のわたくしたちには、こうした惨禍をくり返すことのないよう、平和を守り次代へ引き継いでいく責務があります。

　しかし、現在地球上には、数多くの核兵器が蓄えられ、人類に深刻な脅威を与えています。

　世界の平和と安全は、すべての人の願いです。平塚市は、「国際平和の年」を迎えるにあたり、美しい地球と輝かしい未来を守るため、国是である非核三原則の順守とあらゆる核兵器の廃絶を願い、「核兵器廃絶平和都市」を宣言します。

昭和60年12月20日　平塚市




　核兵器廃絶平和都市宣言から、今年で30年を迎えます。この宣言を普及・啓発するため、下花水橋西端（次写真）など市内7カ所に宣言塔や看板を設置しています。また記念事業として、原爆に耐えた被爆アオギリの苗を広島市から譲り受けました。8月16日（日）午後4時から、総合公園平塚のはらっぱで植樹式をします。
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平塚空襲を知る　大住中学校


　「平塚で起きた、戦争中の悲惨なことを知り、身近な問題として平和学習を進めていきたい」と話す大住中学校3年生の蓮實佑菜（はすみゆいな）さん。7月1日に城島公民館で空襲体験を聞く会があり、大住中学校の生徒101人が参加しました。

　講師を務めたのは「平塚の空襲と戦災を記録する会」の会長、江藤巖（いわお）さん。12歳で平塚空襲（後記）を経験し、姉・妹・弟の3人を失い、自身も大やけどを負いました。

　およそ1時間の講演では、戦時中の生活や平塚空襲の概要、体験などを語りました。体験談では、夕陽ケ丘にあった自宅で聞いた焼夷弾の落ちる音や、自宅から避難するときの様子、空襲直後の平塚の状況など、一つ一つ丁寧に説明がありました。

　「子どもたちに戦争の愚かさを伝えたい」と力を込める江藤さん。「何も分からないまま戦争に巻き込まれ、最初に犠牲になるのは子どもたち」と続けます。講演会では、「戦争だけはやってはいけない」と強く訴えています。

　講演後には「平塚に空襲があったことは聞いたことがありました。江藤さんのお話を聞き、それが悲惨なことだったと知りました」と生徒を代表して感想を伝える品川華凜（かりん）さん。「平和に関心を持ち続け、同世代や次世代に伝えていきたい」と力を込めます。




平和を見つめるきっかけに


　「子どもたちに平和を考えてもらうことが一番」と話すのは、I LOVE PEACE事業運営委員会の委員長・吉川成子さん。同委員会で30年以上も平和活動に携わっています。

　同委員会は、市内のさまざまな団体から推薦を受けた方で構成され、市民平和の夕べ（後記）や平塚駅前での啓発キャンペーン、市民広島派遣など、多くの事業を続けています。市民平和の夕べで、灯ろう流しと並び恒例になっているのが「すいとん」の提供です。年配の方には懐かしい味、子どもには戦時中の食事を味わう貴重な体験です。

　「今やっている平和活動の原動力は、自分の戦争体験です」と吉川さんは話します。吉川さんは昭和10年、現在の東京都品川区南品川に生まれました。戦時中は父の勤め先に、地方から多くの若者が就職してきました。「身近にいた若い方を兵隊として戦争に送り出すとつらいし、戦地で亡くなったという知らせが届くと、さらにつらい思いしか残りませんでした」と振り返ります。また、小学校に入学してすぐに、東京都町田市の寺に集団疎開しました。その後、兄と2人で親戚を頼り、群馬県沼田市に疎開し、そこで終戦を迎えました。

　「平和を考えることが世界に目を向けるきっかけになり、子どもの可能性が広がってほしいですね。『平和は全ての基本』ということを念頭に置いて、これからも活動を続けたいです」とほほ笑みます。
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啓発キャンペーンでチラシを配る吉川さん（写真左）



一夜で焼け野原に 平塚空襲


　昭和20年7月16日午後11時32分に始まった空襲は、17日午前1時12分まで、およそ100分間続きました。

　投下された焼夷弾は44万7716本。死者は328人以上、負傷者268人、被災者3万5336人、被災戸数7678戸でした。東京大空襲は焼死者が多かったのに対し、平塚空襲では焼夷弾の直撃で多くの方が亡くなっています。

　焼失面積は工業地帯が23.8パーセントに対し、市街地は57パーセントで、当時の平塚市は焦土と化しました。平塚には海軍火薬廠（かやくしょう）がありましたが、平塚空襲は火薬廠ではなく、市街地を狙った空襲と考えられています。

　また多くの校舎が全焼被害を受けた教育現場では戦後、教育施設の再建が急務となりました。市は学校定礎式を開き、各校に礎の碑を配りました（「博物館モノ語り」のページを参照）。




平和慰霊塔


　八幡山公園内に昭和40年12月、完成しました。高さは19.8メートルで、100本のコンクリートを積み上げています。デザインは全国公募し、128点の中から選ばれました。総工費985万円のうち334万3087円は市民からの寄付でした。

　平成27年8月1日現在、戦没者2496柱と戦災殉難者360柱の計2856柱を合祀（ごうし）しています。10月16日（金）には、戦争犠牲者を追悼し平和を祈念する集いを開きます。

問：福祉総務課　電話：0463-21-9862
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[image: 平和を考える取り組み]

　戦後70年の今年は、多くのイベントを開きます。家族で参加して、平和や戦争を考えるきっかけにしませんか。

①市民平和の夕べ

　灯ろう流し（次写真・先着1,000個）、すいとんの試食（無くなり次第終了）、平和の折り鶴ボード作製、コーラス、平和キャンドルの点灯、平和アニメ映画の上映、平和協力団体活動コーナー。

　8月16日（日）午後6時30分～8時。総合公園大池周辺。

[image: 灯ろう流し]

[image: 動画を見る]





②原爆と人間展

　広島平和記念資料館が所有している原爆の絵などを展示します。

　8月7日（金）まで。市役所本館1階多目的スペース。




③平和パネル展

　8月10日（月）まで、神田公民館（田村3-12-5）。11日（火）～31日（月）、花水公民館（桃浜町34-34）。




④平塚空襲70年展

　平塚空襲の概要・実態を紹介します。平塚の空襲と戦災を記録する会の調査結果も展示します。

　9月3日（木）まで。博物館。




⑤星空からのメッセージ

　プラネタリウムで聴く空襲の記録

　平塚空襲の証言記録や戦争に関する紙芝居、文学作品を朗読します。

　8月15 日（土）午後5時30分～6時30分。博物館3階プラネタリウム。60人（当日先着順）。




⑥特別投影「夕凪（ゆうなぎ）の街　桜の国」

　広島の原爆を扱った、こうの史代さん原作の同名コミックを映像番組にした作品です（次イラスト）。

　8月30日までの土・日曜日と、8月6日（木）、11 日（火）～14日（金）、午後3時30分。博物館3階プラネタリウム。70人（当日先着順）。200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料です。


[image: 夕凪（ゆうなぎ）の街　桜の国]

Ⓒ こうの史代／双葉社



⑦特集展示「平和の本」

　平和・戦争・核などに関する資料のブックリストも配ります。

　8月30日（日）まで。市内図書館。




⑧平和映画会

　8月9日・16日の日曜日、午後2時。中央図書館3階ホール。

問：①～③行政総務課　電話：0463-21-9754④～⑥博物館　電話：33-51 ⑦⑧中央図書館　電話：0463-31-0415






10月1日（木）から

枝の各戸収集が始まります



[image: ゴミ収集所]


　10月1日から、剪定（せんてい）した庭木の枝を、ご自宅で無料で収集します。

　1日以降は、ごみ集積所へは出さないでください。また、環境事業センター（大神3230）・粗大ごみ破砕処理場（堤町3-5）への持ち込みもできません。

問：循環型社会推進課　電話：0463-21-8796



剪定枝とは？


　1本が、太さ10センチ以下・長さ80センチ以下の家庭にある庭木などを剪定した枝・幹（葉が付いていても構いません）。

対象外の枝


ⓐ葉や草だけ。

ⓑ竹・シュロ・バラの茎など。ウルシ属・キョウチクトウ・アセビ・イチイなどの有害植物。

ⓒ農業者らが事業で出した枝。

ⓓ業者に剪定を依頼した時に出た枝。

　ⓐは1回3袋までⓑは長さ30センチ以下にして、1回3束まで可燃ごみに出せますⓒは収集できません。自身で適切に処理してくださいⓓは剪定した業者に処理を頼んでください。

　対象かどうか分からない場合など、詳しくはお問い合わせください。



収集を頼みたい時は？


　事前の申し込みが必要です。予約は、9月18日（金）から受け付けます。




①電話で、年末年始を除く平日（土・日曜日以外の祝日を含む）の午前8時30分～午後5時に、循環型社会推進課　電話：0463-21-8796に収集場所・量などを伝えてください。収集日を決定します。通常1～2週間後です。




②樹脂製や自然素材のひもで、大人1人が運べる程度の大きさ・重さに束ねてください。袋には入れないでください。




③自宅の敷地内で、道路に面し、収集員の見える位置に、収集日の午前8時30分までに置いてください。




④予約した収集日に収集員が回収します。雨天時も収集します。収集時の立ち会いは不要です。



剪定した枝をリサイクル


　平塚市は大磯町・二宮町と連携して、ごみ処理の広域化を進めており、ごみを効率的に処理するために必要な施設を3市町で分担して整備しています。

　二宮町緑が丘に10月、「剪定枝資源化施設」がオープンすることから、剪定枝の分別収集を始めます。

　同施設は、回収した枝を砕いてチップ化し、資源として再利用するための施設です。チップ化した剪定枝は、発電燃料やたい肥原料として活用します。



[image: 破砕機]

剪定枝をチップ化する破砕機。稼働に向け、着々と整備を進めています。



応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、8月10日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]






[image: 文化講演会　目からウロコ！さかなクンと平塚近海のお魚]


　魚の豊富な知識を持つさかなクンが話します。

　9月20日（日）午後1時と午後3時開演。中央公民館。各650人（先着順）。

募：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237のウェブからお申し込みください（1家族4人まで）。


[image: さかなクン]





市公共施設等総合管理計画（素案）に

ご意見をお寄せください



　本市をはじめ全国の多くの自治体は、高度経済成長期を中心にさまざまな公共施設を整備してきました。

　多くの施設は補修や建て替えを必要とする時期が重なり、同時期に多額の費用が掛かります。そこで、施設の複合化や統廃合などを考えながら、財政負担を少なくしつつ、今ある公共施設を最大限有効活用していく必要があります。

　この計画は、市が管理する公共施設や道路、橋などを長期的な視点に立って、適正に管理するための計画です。皆さまのご意見をお寄せください。

　素案の内容は、8月10日（月）～9月8日（火）に本館4階の資産経営課や公民館・図書館・駅前市民窓口センター・市ウェブなどでご覧いただけます。

募：意見・必要事項（団体は団体名と代表者名も）を、郵送・ファクス・メールまたは直接、9月8日までに、本館4階の資産経営課　電話：0463-21-8763　FAX：0120-704589　メール：shisan@へ。





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


コンクールに応募しよう


　市内在住で、市内の学校に在学している方。

少年の主張作文コンクール　小学校5年生～中学生。400字詰め原稿用紙3枚以内。作文に題名・学校名・学年・組・氏名を記入してください。

あかるい家庭写真コンクール　小学生。本人が平成26年9月以降に撮影した家族のL判写真（集合写真などは除く）。1人1点。上位に入賞した作品は神奈川新聞に掲載予定です。

募：作品に各学校で配る応募作品票を添え、学校を通して、平成27年9月9日（水）午後5時までに、青少年課　電話：0463-32-7029へ。




子育て支援講座



　怒鳴らずに子どもに気持ちを伝えるコモンセンスペアレンティング（CSP）を学び、子育てに生かしませんか。

　午前10時～正午。保健センター。市内在住で小学生以下の子どもを育てている方。先着順。

①ダイジェスト版　9月11日（金）。25人。

②通常版　9月7日～平成28年1月18日の月曜日、全7回。全て参加できる方8人。

　保育（①は10人・先着順②は希望者全員）もあります。

募：電話で、こども家庭課　電話：0463-21-9843へ。



団体内の想（おも）いの共有講座


　市民団体の中で、メンバー同士が目的や理念を共有することの大切さや、共有するための効果的な手法などを学びます。

　9月6日（日）午後1時30分～4時30分。市民活動センター。50人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scn-net.ne.jpへ。



明るい選挙の啓発標語


　市内在住で、高校生以上の方。1人3点まで。

募：作品・必要事項・年齢を、はがきで、9月30日（水）までに、選挙管理委員会事務局　電話：0463-21-8795へ。



住宅の耐震相談会


　本年度に限り、木造住宅の耐震補強工事は補助額が30万円上乗せされます。最高で90万円の補助を受けることができます。プロの診断士が耐震化の疑問に答える相談会を開きます。

　8月29日（土）午後1時30分～5時。市民活動センター。15組（先着順）。

募：電話または直接、本館6階の建築指導課　電話：0463-21-9732へ。




商業まつりに出店しませんか


いいもん　ひらつか　魅（み）つけ市


　今年で10回目の開催です。湘南スターモールなどで商品を販売する一坪いちおしSHOPを出店しませんか。

　11月1日（日）午前11時～午後4時。荒天の場合は3日（祝）に延期。紅谷町まちかど広場・紅谷パールロード・湘南スターモールなど平塚駅北口中心商店街。1コマ5000円。

募：明石町24-13平塚市商店街連合会　電話・FAX：21-1090や松風町2-10平塚商工会議所、豊原分庁舎2号館1階の商業観光課にある申込書を、ファクスで、9月16日（水）までに、同連合会へ。

[image: いいもん　ひらつか　見つけ市]





[image: 親子で野菜作り体験 見出し]


　秋冬野菜の植え付けから収穫、調理までを体験します。

　土曜日。全4回。農の体験・交流館（寺田縄457-5）・花菜（かな）ガーデン（寺田縄496-1）。市内在住の小学生と保護者10組（先着順・1組3人まで）。1組1,000円。ⓐⓑは午前10時～正午。

小雨決行ⓒは午前10時～午後3時。雨天決行。

　ⓐ種・苗植え付け　8月29日ⓑ草取り・管理作業

　9月26日、10月17日ⓒ収穫・調理　11月28日。

募：電話で、農の体験・交流館　電話：0463-58-5201へ。

[image: 親子で野菜作り体験]





健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


児童手当の現況届と申請臨時職員を募集


　受給している方は、現況届を提出してください。提出期限は、児童扶養手当が8月31日（月）、特別児童扶養手当が9月10日（木）です。

　新規申請も随時、受け付けています。支給要件など詳しくはお問い合わせください。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9844





がん検診を受けましょう


　がんについてのパネル展示と、検診の案内・申し込みの受け付けをします。

　8月29日（土）午前10時～午後3時。カルサ平塚田村店（田村3-5-1）。

問：健康課　電話：0463-55-2111



臨時福祉給付金の申請


　平成27年1月1日現在、市内在住で本年度の市民税が非課税の方（扶養に入っている方や生活保護の受給者らは除く）。

　8月18日（火）から順次、対象と思われる世帯に申請書を郵送します。身分証明書と通帳の写しを添えて、同封の返信用封筒で申請してください。受付期間は平成28年1月15日（金）までです。

問：市給付金専用ダイヤル　電話：0463-51-6900




健康チャレンジ学習型教室


　健康長寿を目指す運動教室です。各全7回。市内在住の65歳以上で介護保険の認定を受けていない方（先着順・人数が10人に満たない場合は中止）。飲み物・タオル。動きやすい服装・靴でお越しください。

　①9月4日～10月16日の金曜日、午前10時～11時30分。横内公民館（横内2506）。20人②9月17日～10月29日の木曜日、午後1時30分～3時。岡崎公民館（岡崎3634）。15人。室内用運動靴。

募：電話で、8月10日（月）午前9時から①は東京体育機器　電話：03-3625-6801②は訪問医療鍼灸（しんきゅう）マッサージいそざき　電話：0463-35-6257へ。



初心者手話講習会


　簡単なあいさつや自己紹介などを学びます。

　9月3日～10月15日の木曜日、全6回、午後7時～9時。教育会館。市内在住・在学・在勤の方30人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、8月10日（月）午前9時から、社会福祉協議会　電話：0463-51-6133へ。



点訳基礎講習会


　点字を学び、視覚障がい者に対する理解を深めます。平塚盲学校（追分10-1）の見学もします。

　9月8日～10月13日の火曜日、全5回、午前10時～正午。社会福祉協議会（錦町15-17KS管理ビル3階）。パソコンを持っていて、講習会後に点訳ができる市内在住・在勤・在学の方15人（先着順）。筆記用具。1650円。

募：電話または直接、8月3日（月）午前9時から、社会福祉協議会　電話：0463-51-6133へ。



統合失調症の家族学習会


　症状や対応方法などを学び、参加者同士で話し合います。

　10月15日～平成28年2月18日の第3木曜日、全5回、午後1時～4時。市民活動センター。家族が統合失調症の方8人（先着順）。1300円。

募：電話で、湘南あゆみ会の鵜殿　電話：090-5322-0580へ。



家族介護教室


　介護時に疲れが出やすい肩や腰のストレッチなどをします。

　9月4日（金）午後1時～3時。ニチイケアセンター湘南神田（大神1777）。市内在住の要介護者を介護している方ら15人（先着順・10人に満たない場合は中止します）。

　電話で、8月10日（月）午前9時から、ニチイ学館平塚支店　電話：0463-25-6682へ。





八幡山の洋館　文化講座


「古写真で振り返る平塚」



　午後2時～3時40分。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。各40人（抽選）。

　①平塚のイベント・トピックス　9月26日（土）②平塚の暮らしと産業　10月3日（土）。

募：文化講座・必要事項・希望日を、はがき（1人1枚）・ファクス・メールで、9月4日（金）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。

[image: 八幡山の洋館]





お知らせ



市の事業を検証します


　限られた人材や財源を有効に活用し、市政を効率化するため、市が取り組む事業を検証します。検証はウェブで生中継します。対象事業など、詳しくは市ウェブをご覧ください。

　8月23日（日）午前9時40分～午後4時30分。市民活動センター。

問：企画政策課　電話：0463-21-8797





保育料を減免します


　私立幼稚園に通っている園児の入園料・保育料を所得に応じて減免します。

　通っている園で配る申出書を提出していない方は、早めに園に提出してください。

問：教育総務課　電話：0463-35-8118





ひらつかビジョン


　市政の動きやまちの話題を東海大学の学生がリポートする番組です。8・9月は美術館で開催中の「ペコちゃん展」を紹介します。

　SCN湘南チャンネル。毎週土曜日、午後7時30分～7時45分。毎週日曜日、午後1時45分～2時。YouTubeでも配信します。

問：秘書広報課　電話：0463-21-8761





なでしこ公園で遊ぼう


　なでしこ公園（撫子原26-1）で、子どもたちが水遊びなどを楽しめる壁泉「波の泉」を8月30日（日）まで開放しています。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852





文化財写生コンクールの展示会


　市内の文化財をモチーフにした写生コンクールの応募作品を展示します。

　8月17日（月）～28日（金）、午前8時30分～午後5時15分（17日は午後1時から、28日は午後3時まで）。本館1階多目的スペース。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124。





行政相談をご存じですか


　国の仕事に対する意見や要望について、行政相談委員が無償で相談に応じます。

　手続きやサービスの仕組みが分からない、国の説明に納得がいかないなどの相談が対象です。

　毎月第1月曜日、午後1時～4時（受け付けは3時30分まで）。本館5階の市民情報・相談課。

問：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764





譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを、電話で随時受け付けています。詳しくは市ウェブで確認できます。

譲ります　ひな人形・学習机・ランニングマシンなど。

譲ってください　自転車用チャイルドシートなど。

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301





湘南バンクで縁日


　平塚競輪場（久領堤5-1）に、親子で楽しめる露店が出店します。夜は競輪場をイルミネーションが彩ります（次写真）。

　8月18日（火）～20日（木）、午後3時～8時。100円（15歳未満は無料）。縁日に20歳以上の方が来場する場合は500円分の未確定車券が必要です。詳しくは、平塚競輪場ウェブをご覧ください。

問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935

[image: 湘南バンクで縁日]




湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の新鮮な野菜や魚、名産品などを販売します。ダンベル体操もします。

　8月23日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。





かながわ子どもスマイルウェーブ


　中地区の小・中学生、高校生が集まって、各学校の良い取り組みなどを学びます。

　8月22日（土）午後1時～4時。伊勢原市中央公民館（伊勢原市東大竹1-21-1）。

問：中教育事務所　電話：0463-22-2711内線4724




サマーコンサート with リトミック


　チェロやピアノ、歌によるコンサートを聞いたり、一緒に歌ったりします。市内在住の未就学児と親が対象です。

　8月30日（日）午前10時30分～11時30分。西部福祉会館（公所868）。飲み物。

問：福祉総務課　電話：0463-21-9862




レンタサイクルが日曜・祝日も試験的に営業


　平日と土曜日のみ営業している平塚レンタサイクルが、9月27日（日）まで、日曜・祝日も試験的に営業します。

　利用時間は、午前6時30分～午後10時。平塚駅西口第3駐輪場（紅谷町7-25）。1日1回200円。定期利用の料金など、詳しくはお問い合わせください。

問：まちづくり財団総務施設課　電話：0463-35-8108




遺跡調査研究発表会



　平成26年度に発掘調査した9遺跡の成果などを発表します。

　弥生時代の平塚を解説する講演や展示などもあります。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124




発表と講演

　発掘や調査作業に携わった担当者が成果を発表します。講演では、平塚の弥生時代のはじまりについて、ひも解いていきます。

　8月29日（土）午後1時～5時15分。教育会館。




展示　「弥生時代のはじまり」

　市内で出土し、市重要文化財に指定している弥生土器（次写真）などを展示します。

　18 日（火）～30日（日）。中央図書館。

[image: 弥生土器]





[image: ぞうり作り教室]



　8月21日（金）午前9時～正午。リサイクルプラザ。16人（抽選）。布・はさみ・物差し・ピンセットなど。

募：必要事項を、往復はがき（1人1枚）で、8月14日（金）までに、〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。



[image: ぞうり作り教室]

不要な布を再利用します



[image: 知って安心]

消費生活センター　電話：0463-21-7530


ワンクリック請求に注意

　パソコンで無料動画を検索していると、「登録完了、本日中に料金12万円を支払え」という画面が突然表示された。ID番号や、「間違って登録された方はこちら」というメッセージが書かれていたため、問い合わせ先の電話番号に掛けると、「払わなければならない」と言われたという相談が、子どもから高齢者まで、幅広い年齢層から寄せられています。

　指示されたとおりに電話をしても、業者は「払わなければ退会できない、本日中に払わなければ24万円になる」などと支払いを迫ってきます。結果、突然の高額請求に気持ちも焦り、払ってしまうケースがあります。

　ウェブ上に自分の個人情報が伝わったのではないかと心配する人が多いようですが、通常、ウェブを閲覧しただけでは個人情報が伝わることはありません。自分から電話をすることによって、自分の情報を相手に伝えてしまうことになります。

　また、契約は当事者間の合意で成立します。画面に「登録完了」と表示されても契約は成立していません。慌てて支払ったり連絡したりしないようにしましょう。
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スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


スポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進のため、まちづくり財団はスポーツ教室を開いています。

　会場は①がひらつかサン・ライフアリーナ②～⑫がトッケイセキュリティ平塚総合体育館。抽選。

①ノルディックウオーキング　9月3日～11月19日の木曜日、全6回、午前11時～午後0時30分。30人。2310円。

②はつらつ水中体操　9月9日～10月21日の水曜日、各全6回、コース1は午前10時15分～11時、コース2は午前11時15分～正午。各60人。2570円。

③水曜太極拳　9月2日～11月25日の水曜日、全12回、午前9時20分～10時50分。70人。5650円。

④楽らくヨガ　9月3日～11月26日の木曜日、全10回、午前9時20分～10時50分。75人。3900円。

⑤金曜エクササイズ　9月4日～10月23日の金曜日、全8回、午前10時45分～正午。70人。5140円。

⑥いきいき若返り体操　9月4日～10月23日の金曜日、全8回、午前9時15分～10時30分。60人。3080円。

⑦パワーヨガ　9月4日～11月27日の金曜日、全12回、午後7時35分～8時35分。80人。5140円。

⑧すっきりエアロビクス　9月4日～11月27日の金曜日、全12回、午後6時20分～7時20分。60人。5140円。

⑨ボディーメークエクササイズ　9月4日～11月27日の金曜日、全12回、午後7時20分～8時30分。50人。5140円。

⑩水泳　9月8日～10月9日の火・金曜日、全8回、午後6時30分～8時。40人。5140円。

⑪アクアビクス　9月10日～10月29日の木曜日、全6回、午前10時30分～11時30分。45人。4110円。

⑫フィットネス　9月29日～12月10日の火・木曜日、各全16回、コース1は午前9時25分～10時55分、コース2は午前11時5分～午後0時35分。初めての方は60歳まで、各250人。4620円。

募：教室名（②⑫はコース名も）・必要事項・年齢を、はがき（1人1枚）で、8月14日（金）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。





キッズサイクルスクール


　自転車に乗れない子どもに、安全な走り方を教えます。

　コース1は午前10時30分～11時30分、コース2は午後1時30分～2時30分。小雨決行。馬入ふれあい公園（中堂246-1）。保護者が同伴できる身長100㌢以上の4歳～小学校3年生、各20人（抽選）。500円。

　①8月22日（土）②9月5日（土）。

募：教室名・希望日と希望コース・必要事項・年齢を、はがき（1人1枚）で、①は8月14日（金）②は28日（金）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。



ボウリング教室


　プロボウラーがレベルに合わせて指導します。

　8月27日～10月1日の木曜日、全6回、午前10時30分～午後0時30分。神奈中平塚ボウル。24人（先着順）。6480円。

募：必要事項・年齢を、往復はがきで、〒254-0034宝町10-4神奈中平塚ボウル　電話：0463-23-3786へ。



ひらつかサン・ライフアリーナの無料一般利用


　8月25日（火）午前9時～午後5時。卓球10組・バドミントン2組（当日先着順）。運動用具。

問：馬入ふれあい公園管理事務所　電話：0463-25-0011




バウンドテニス教室


　テニスと同じルールで、狭い場所でも気軽にできるニュースポーツの教室です。

　9月3日～10月8日の木曜日と9月15日（火）、全6回、午後1時～3時。ひらつかサン・ライフアリーナ。18歳以上の方20人（先着順）。3000円。

募：必要事項・年齢・スポーツ歴を、往復はがきで、〒254-0074大原1-1スポーツ課　電話：0463-31-3060へ。




初級水泳教室


　午前10時～正午、各全10回、木曜コースは9月10日～11月19日、金曜コースは9月18日～11月20日。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。16歳以上の方、各60人（抽選）。1万2000円。

募：教室名・必要事項・年齢・性別を、はがき・ファクス・メールで、8月15日（土）までに、〒221-0855横浜市神奈川区三ツ沢西町3-1県体育協会　電話：045-311-0653　FAX：045-311-0637　メール：kyoushitsu.kanagawaken@japan-sports.or.jpへ。同協会ウェブからも応募できます。
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ペコちゃんの新たな衣装


　9月13日（日）まで市美術館で開催している「ペコちゃん展」。東京モード学園4年生の島川さんのデザイン画は、関連事業であるペコちゃん人形衣装デザイン画コンテストで応募総数406点の中から大賞に選ばれました。お菓子の国から飛び出したようなデザインが審査員の心をつかみました。

　「ペコちゃんはかわいらしいイメージがあるため、クリームとイチゴをちりばめたデザインにしました」と話します。「まさか選ばれるとは思わず、自分がデザインした衣装を着たペコちゃんを見て驚いています。デザイン画よりクリームの質感が表現され、うれしいです」と笑顔の島川さん。

　人形は、デザイン画とともに同展会場に展示されています。




[image: 島川香織さん]






[image: 大相撲高砂部屋夏合宿]


　今年も高砂部屋の力士たちが訪れます。迫力満点の稽古を間近で見てみませんか。

　8月28日（金）～30日（日）、午前8時開始。総合公園相撲場。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



[image: ふれあいちびっこ相撲]

　高砂部屋の力士と相撲を取ります。ちゃんこも食べます。

　8月29日（土）午前10時開始。雨天決行。総合公園。市内在住の小学生30人（先着順）。

募：電話で、まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102 へ

[image: 迫力満点の稽古]





市民相談

市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時。8月は水曜日のみ。





◇税務（予約制）

8月28日（金）午後1時～4時






◇登記・供託（予約制）

8月14日（金）午後1時～4時





◇測量・境界（予約制）

8月14日（金）午後1時～4時





◇多重債務（予約制）

8月11日（火）・25日（火）午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

8月11日（火）午後1時～4時




◇許認可各種届け出

9月1日（火）　午後1時～4時





◇分譲マンション管理（予約制）

8月24日（月）午後1時～4時





◇不動産（予約制）

8月21日（金）、9月4日（金）、午後1時～4時




◇住宅（新・改築）

8月18日（火）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時








人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

8月18日（火）、9月1日（火）　午後1時～3時







女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時






健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

8月19日（水）午後1時～3時






消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530



◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制・先着4人・1人50分）

8月17日（月）、午後1時～4時50分




◇就労支援（予約制・先着4人・1人50分）

8月12日（水）・26日（水）、午後1時～4時50分






福祉総合相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時






障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：21−1213

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後3時







くらしサポート相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8113




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時






65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-9621




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





社会福祉協議会

栗原ホーム　電話：0463-33-6060




◇法律（予約制）

9月8日（火）午後1時～4時






こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子・父子相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時






子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時






子育て支援センター

豊田分庁舎　電話：0463-34-9076　FAX：31-1114




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時






青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33−7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。






こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








[image: ヒラツカルチャー]




博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33‒5111　FAX：31‒3949

休館日 10·17·24·31日





■夏期特別展　古代生活実験室　とにかくやってみよう！

　9月13日（日）まで。特別展示室。

☆展示解説　8月8日・29日の土曜日、午後1時～1時50分。13日（木）午後5時30分～6時30分。特別展示室。





■プラネタリウム投影

　70人（当日先着順）。200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。

☆冥王星フライバイバイ　8月30日までの水・木・土・日曜日、午前11時と午後2時。8月8日・22日の土曜日は11時の回を除きます。

☆幼児向け投影　だれが　おひさま　かくしたの？
　8月8日・22日の土曜日、午前11時。





■ろばたばなし

　8月16日（日）午後1時20分と3時。1階展示室相模の家。





■イブニング・ミュージアム・ウイーク

　8月11日（火）～16日（日）は、開館時間を午後7時まで延長して、イベントを開きます（入館は6時30分まで）。

　午後5時30分～6時30分。①②④講堂③プラネタリウム。当日先着順。

①貝塚の貝から何がわかる？　11日。40人②かさぶくろロケットを飛ばそう　12日（水）。30人③太古の調べと太鼓の響き　14日（金）。60人④ドローンのしくみ　16日。50人。





■自然教室　夕方の鳥をみよう

　8月22日（土）午後3時30分～5時30分。荒天中止。金目川付近。15人（抽選）。小学生以下は保護者同伴で。

募：必要事項を、往復はがきで、8月14日（金）までに、博物館へ。





■雑貨団シアトリカル・プラネタリウム

　8月28日（金）午後2時30分と6時30分。プラネタリウム。60人（先着順）。200円。18歳未満の方と65 歳以上の方は無料。

募：電話で、8月4日（火）午前10時から、博物館へ。





■平塚学講座

　9月12日～12月19日の土曜日、全10回、午前10時30分～正午。野外実習などは午前10時～午後4時。講堂・野外（市内）。50人（抽選・市内在住の方を優先）。

募：必要事項を、往復はがきで、8月23日（日）までに、博物館へ。同館ウェブからも応募できます。





■星を見る会　伝統的七夕を楽しもう

　8月20日（木）午後7時～8時30分。雨天曇天中止。科学教室・屋上。







中央図書館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-31-0415　FAX：31-9984

休館日 10·17·24·31日




■映画会

　日曜日、午後2時。中央図書館3階ホール。

　8月9日〔平和映画会〕おかあちゃんごめんね（人形劇）。16日〔平和映画会〕明日への伝言（実写）。23日〔子ども映画会〕トイレの花子さん（アニメ）。30日〔広報映画会〕ひらつかビジョン（実写）。





■ブックスタート

　市内在住の1歳未満の子どもと保護者。午前10時～11時30分。

　①8月5日（水）西図書館（山下760-3）②22日（土）中央図書館③26日（水）中央図書館④9月9日（水）北図書館（田村3-12-5）⑤12日（土）中央図書館。

募：電話または図書館ウェブで、中央図書館へ。





■西図書館　こども人形劇

　長ぐつをはいた猫ほか。

　8月19日（水）午前11時と午後2時。各130人（当日先着順）。

　整理券を当日、各回20分前から視聴覚室前で配ります。





■西図書館　こども映画会

　火曜日。午前10時30分。全てアニメです。

　8月11日　がんばれスイミー。18日　からすのパンやさん・イソップ物語きこりとヘルメス。25日　ゆうかんな十人のきょうだい・ミッキーマウスのお化け退治。







美術館

〒254‒0073西八幡1‒3‒3

電話：0463-35‒2111　FAX：35‒2741

休館日 10·17·24·31日




■ペコちゃん展

　9月13日（日）まで。一般800円、高校生・大学生500円。
学芸員によるギャラリートーク　8月23日（日）、9月12日（土）、午後2時～3時。展示室。観覧券が必要です。

[image: 動画を見る]





■生誕100年記念　写真家　濱谷（はまや）浩展

　9月6日（日）まで。一般200円、高校生・大学生100円。





■市民アートギャラリー

　8月11日（火）～16日（日）薫風展　湘南工房陶芸教室作品展、ことしの富士山　松原勇吉個展。19日（水）～23日（日）ひびきの会。25日（火）～30日（日）入木展。





まちづくり財団

〒254‒0045見附町15‒1（市民センター内の文化事業課）

電話：0463-32‒2237　FAX：32‒2240





■遥(はるか)なるシルクロード　天平（てんぴょう）の響き

　天平時代の音色を琵琶や二胡（にこ）などで再